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  尾崎 陸男 

1983 年、日本臨床衛生検査技師会創立 30 周年（法人化 20 周年）に設定された厚生労働大臣表彰、青森県

臨床衛生検査技師会（以下技師会）初代受賞者は五代会長 工藤次郎氏で、以後 8 人目にこの名誉ある賞を受

賞しましたことに身にあまる光栄であります。また、昨年の春には青臨技におかれまして晴れがましい盛大な

る祝賀の宴まで催していただき、感謝に絶えない次第であります。衷心より厚くお礼申し上げます。 

 平成 2 年、地区事務局として青臨技事務局長会議に出席し、技師会公益法人の事業内容などを知り、平成 4

年、青臨技理事として携わり少なかれお役にと以後 8 年公益担当副会長を歴任し、表彰審査委員会において厚

生労働大臣賞対象者は役員歴 10 年以上で会長歴任者と記憶していたのに、安田常任理事より日臨技創立 60 周

年（法人化 50 周年）記念にあたり青臨技理事会において内定したとの通知を受け「会長歴任なしの私に」と

思いつつも表彰審査委員会の推薦と山崎正夫会長の決定のご尽力で受託いたしました。 

 さて、承諾して光栄に浴すること、はたして臨床検査業務を通じて国民医療の向上、技師会発展に寄与した
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か、誇るにたりるような功績は残したか不安の中、2011 年 11 月 11 日午前 11 時と心に残る記念日、高輪プリ

ンスホテルにて全国より受賞者 92 名、同伴者 78 名、小宮山洋子大臣代理厚生労働省事務官、来賓の出席によ

り盛大なる記念式典が開催、会長式辞、来賓の祝辞後事務官より受賞者を代表して私が緊張の中、表彰状を手

に浴しました。次に私と同年代の大阪技師会今井宣子氏の謝辞、記念撮影にて無事終了、式典が円滑に進んだ

ことに安堵し、昼食会、記念講演会にて午後 4 時全日程を終了しました。 

 仕事と技師会活動を離れ過去を回想することもなくすごしてきましたが、この受賞にて久しく技師会を思い

出しました。有りがたくも私に公益担当副会長の大役を任せた、3 名の歴代会長、その任務の公益事業とは、

幅広く、技師会の高校生心電図検診、地域住民への健康増進のための健康展と公開講演会の開催、会員の交流

会（各支部対抗各種大会）と情報交換会などでこれらは全て各支部ボランティアによってなされ協力意識はあ

るものの公的病院施設が多い青森県は派遣動員力に各支部長・事務局長が苦慮したこと。また、各地区での健

康展に出向いた折、休日にもかかわらず多くの技師仲間が参加住民に懇切丁寧に検診し、解説している活動の

姿に思わずご苦労さんありがとうと声をかけたことが思いだされます。 

 私は 15 年の技師会活動にて人との出会いに感動し、検査知識を学びながら多く仲間を知り得たことが最高

の財産だと思っております。しかし、その陰には長年の活動に苦言もせず協力してくれた職場の３名の後輩諸

氏、活動方針を導いてくれた技師会の仲間たちに感謝申し上げ、この大臣賞は同じ仕事に励む仲間を代表して

戴いたので、この光栄ある賞を受けた先輩の名、技師会を汚すことのないように精進をしていく所存です。 

 まもなく古希を迎える私ですが、今少し支部会に在籍させていただき、技師会の活動の参加協力を惜しまず、

技師会の一層の前進発展することを願い、併せて会員のご活躍、健康を祈念して、受賞の報告と感謝を申し上

げます。 

     

           

 

  

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

尾崎 陸男氏 

 

受賞おめでとうございます ＼(^o^)／ 
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つがる西北五広域連合西北中央病院  今 辰英 

平成 24 年 10 月 20 日、福島市コラッセふくしまで開催された日臨技北日本支部医学検査学会式典において、

功労者として表彰を受けました。この受賞は、青森県臨床衛生検査技師会の皆様や西北五支部臨床衛生検査技

師会の皆様、そして五所川原市立西北中央病院中央臨床検査部（現在はつがる西北五広域連合西北中央病院臨

床検査部）の皆様の多年にわたるご協力、並びにご支援のお陰と感謝いたしております。振り返ってみますと、

青森県臨床衛生検査技師会活動には、昭和 58 年微生物検査研究班班長を引き受けたのが始まりで、その後も

感染制御部門長、青臨技理事として参画し、多くの人と出会い貴重な経験をさせていただきました。中でも強

く印象に残っていることは、デスク法の薬剤感受性検査の標準化や、薬剤耐性菌の実技研修会、日臨技感染制

御研修会の青森市での開催。公益事業では、看護協会との合同感染対策研修会、深浦町で AED 講習会を開催

できたことです。改めて研修会開催にあたり、ご協力いただいた皆様に御礼を申し上げます。 

 残すところ、あと 3 ヶ月余りで 38 年間の臨床検査技師の仕事を終えますが、昭和 60 年の東北臨技学術奨励

賞に引き続き、今回の受賞も人生の財産となり、臨床検査技師冥利に尽きます。本当にありがとうございまし

た。 

 最後に、青森県臨床衛生検査技師会のご発展と会員の皆様の益々のご活躍とご健康をお祈り申し上げて、受

賞の御礼といたします。 

 

 

  

 

東青地域県民局地域健康福祉部  川村 千鶴子 

この度、10 月 20 日“福島市コラッセ福島“において平成 24 年度東北臨技功労賞を受賞いたしました。ご

推挙していただきました関係各位に心からお礼申し上げます。 

福島県は大変思いで深いところで、第 32 回東北医学検査学会（1991 年）に東北医学検査学会奨励賞をいた

だいたのも、この福島県（いわき市）でした。 

功労賞の推薦決定のお電話を山崎正夫青森県会長、川村多蔵事務局長からいただき大変嬉しく思いました。

ありがとうございました。 

定年を前に受賞とは思いがけないことでした。 

かつての青森県立中央病院臨床検査部技師長であった先輩の N 氏に言われたことを思い出しました。“何の

賞でも賞というのは欲しい時にもらえるものではない、もらえるはずだと思ってもらえるものでもない。「運」

が左右し、認めて、推薦する人達がいないとそんな話は出てこない。もらえる時にもらうこと。若いうちは、

もらえるものは小言でももらうことだ”と。 

多分、努力はいつか報われる。反省して目的を失わない。支援する人はいつも見ている。希望を失わないで

前向きに考えて行くことだと思いました。 

私は、医療従事者になろうと検査技師になりました。就職後は業績のある有名な技師のようになりたいと憧

れを持って今までやってきました。努力は「憧れ」を支え、怠惰は自分をかわいいあまり「ねたみ」を生む、

と思って検査学の努力を継続してきました。そして医師の診断の補助、治療が的確に患者に反映されるように、

それを支える土台の一つが検査技師の役割と思っています。 

技師会に参加する機会は少なくなりましたが、若い方々には県内、全国研修会に大いに参加され、レベルの

高い環境で仕事をされている技師の方々と交流されることをお勧めします。県内でも西北五地区の I 技師さん

など「がんばり屋さん」達がいます。活躍されている方々には学術のリーダーを目指して努力していただきた

いと思います。心から拍手を送ります。 
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長い公務員生活もあと数ヶ月となりました。病院時代は何人かの検査技師の上司の下で仕事をし、この 2 年

は行政の上司の下で病院時代から関わりがあった食中毒を中心とした細菌検査ならびに遺伝子検査業務に従事

しています。 

理不尽な運営方に翻弄されたこともあった 40 年近い技師生活でした。就職難にある若い人たちを見て気の

毒な思いもあるので、この厳しい就職難の時代に退職者の恩恵とも言うべき再任用制度を利用するかどうしよ

うかと複雑な思いです。退職した先輩のように、過去の業績にすがることなく別な世界で人に役立つ仕事をし

ているのを見ると尊敬してしまいます。私は、また何か目標を立て努力していきたいと考えています。 

これまでたくさんの勉強の機会を与えてくれました（社）青森県臨床衛生検査技師会でした。功労賞受賞に

あたり心から感謝いたします。今後の技師会の益々の発展をお祈り申し上げます。 

 

 

         

 

 

                                         

                                    

 

                                                                              
 

 

 

 

 

 

 

（左から） 

つがる西北五広域連合西北中央病院  今 辰英氏 

東青地域県民局地域健康福祉部  川村 千鶴子氏 
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財団法人 医療と育成のための研究所清明会 弘前中央病院  小山内 崇将 

 

平成 24 年 11 月 3 日(土)弘前大学医学部コミュニケーションセンターにて、平成 24 年度青臨技生理機能検査

部門研修会が開催されました。 

 始めに話題提供として、日立アロカメディカルさんから『超音波骨密度測定装置でわかること』、東芝メディ

カルシステムズさんから『超音波レポートシステムの紹介』、オムロンコーリンさんから『中心血圧 新しい血

圧測定方法の概要と有用性』という演題で大変興味深い講演をして頂きました。 

 次の講演では、弘前大学医学部附属病院 循環器・呼吸器・腎臓内科 助教の横山公章先生に『もっと知ろ

う、負荷心電図！～虚血性心疾患の早期発見～』と題して、負荷心電図の目的や種類といった基礎的な部分を

始め、検査時の注意点、ドクターに連絡するべき変化や虚血性疾患について症例を交えてわかりやすくお話し

て頂きました。 

 最後は同じく弘前大学医学部附属病院 循環器・呼吸器・腎臓内科 助教の當麻景章先生に『肺機能検査デ

ータの解釈と疾患との関連』と題して、主にスパイロメトリー、フロー・ボリューム曲線について講演して頂

きました。先生が普段の診療で測定結果のどの部分をチェックし、どのように診断に用いているかをわかりや

すくお話して頂きました。 

 負荷心電図、肺機能検査は日ごろから実施している検査でもあり、今回の講演で学んだことを今後の業務に

生かしていきたいと思います。またこれからもこうした研修会に積極的に参加して自身のスキルアップにつな

げていきたいと思います。 

 

  

 

 

 

 

       

 

 

平成 24 年度 青臨技 生理機能検査部門研修会報告 

 

弘前大学医学部附属病院 循環器・呼吸器・腎臓内科 

助教 横山公章先生 

弘前大学医学部附属病院 循環器・呼吸器・腎臓内科 

助教 當麻景章先生 
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           津軽保健生活協同組合 健生病院  住吉 翼 

 

 平成 24 年 11 月 4 日（日）青森市民病院にて、平成 24 年度 青臨技感染制御部門研修会が開催されました。

今回の研修会では、耐性菌をメインに 5 講演行われました。 

 はじめに、「薬剤耐性菌とその感染管理」と題し、シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 髙

相 道忠先生に講演していただきました。細菌検査室は、耐性菌の検出状況をいち早く捉える部署で、院内の感

染管理に重要な役割を担っているということを改めて感じました。 

 次に、「県内微生物検査の検査体制と耐性菌検査の現状」と題し、弘前大学医学部附属病院 木村 正彦技師

に講演していただきました。県内の耐性菌の検査状況では、MRSA、ESBL 産生菌、PRSP、VRE、MDRP、

BLNAR などは自施設で検査されている割合が高く、MBL 産生菌、KPC 産生菌、AmpC 産生菌、MDRA な

どは検査の割合が低いことがわかりました。 

 次に、「弘前市医師会健診センターにおける耐性菌検査の状況」と題し、弘前市医師会健診センター 月足 正

辰技師に講演していただきました。主な耐性菌の検査方法や検出率を聞くことができ、とても参考になりまし

た。 

 次に、「スクリーニング培地を活用した耐性菌検査の現状と報告体制」と題し、八戸市立市民病院 堀内 弘

子技師に講演していただきました。できるだけ無用な抗菌薬投与をさせないために、抗菌薬の適正使用に向け

た検査報告をしていることがわかりました。 

 最後に、「感染制御ネットワークの目指すもの」と題し、弘前大学大学院医学研究科 臨床検査医学講座 教

授 萱場 広之先生に講演していただきました。青森県でも感染制御ネットワークの構築に向けた動きがあると

いうことがわかりました。 

 今回の研修会では、他施設の検査方法や ICT の活動を聞くことができ大変勉強になりました。この研修会で

学んだことを今後の仕事で活かしていきたいと思います。 

 

  

  

 

         

          
   

 

平成 24 年度 青臨技 感染制御部門研修会報告 

 

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

髙相 道忠先生 

弘前大学医学部附属病院 

木村 正彦技師 

弘前市医師会健診センター 

月足 正辰技師 

八戸市立市民病院 

堀内 弘子技師 

弘前大学大学院医学研究科 

臨床検査医学講座 

教授 萱場 広之先生 
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三沢市立三沢病院 中央検査科 櫛引 望 

 

平成 24 年 11 月 10 日、青森市民病院におきまして、「平成 24 年度 青臨技一般検査部門研修会」が開催さ

れました。今回は、50 名ほどの多数の参加者とともに 2 題の講演を聞くことができました。 

まず講演１では、弘前市立病院の石山雄大技師による、髄液、体腔・関節液検査のお話をしていただきました。

これらの検査項目は、日頃、件数は多くはないものの、臨床側が初期診断をする際に必要となる重要なポジシ

ョンを担うことになります。検査を進めていくときに、緊急性の判断、次に何の検査が選択されていくのかを

考えて検査をすることが大切であることを、症例経験を交えながら、理解しやすく講演していただきました。 

次に講演２では、平内町国民健康保険平内中央病院の坂牛省二技師による、尿沈渣検査のお話をしていただ

きました。一昨年、改訂された尿沈渣検査法に順じて、細胞成分を判定する際の考え方を話していただきまし

た。特に、赤血球形態の判定法では、全体像を見て、多彩な形態像であるかどうか、そして一つひとつの特徴

はどのようになっているかと考えていくことや、上皮成分では、細胞質から核へと見ていき、どのような特徴

があるかを、自分の言葉で説明できるようにすることが、実力向上への道であると教えていただきました。ま

た、先日行われました平成 24 年度青臨技精度管理調査一般検査部門の解説もしていただきました。 

今回の 2 講演を通じ、検査結果を出すだけではなく、検査結果から何を考えるかが大切であることを改めて

学びました。そして、県内の精度管理の成績向上と一般検査部門の活性化の力になったと実感いたしました。 

 

    

 

 

  

弘前市立病院 

石山 雄大技師 

平内町国民健康保険平内中央病院 

坂牛 省二技師 

平成 24 年度 青臨技 一般検査部門研修会報告 
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                      八戸赤十字病院 佐々木 紀恵 

 

去る 11 月 11 日、青森市民病院において平成 24 年度青臨技血液検査部門研修会が開催されました。 

今回のプログラムとして二つの講演を用意していただきました。一つ目の講演ではヘパリン起因性血小板減

少症（HIT）に関して、その発生機序から新規抗凝血薬が HIT に及ぼす影響などをアイ・エル・ジャパン株式

会社の阪田 敏幸先生にお話ししていただきました。急激に血小板が減少する要因には複数挙げられますが、そ

れが HIT によるものかを判断するには信頼性のある検査結果を速やかに臨床へ報告することが求められます。

しかし全施設で HIT に関する免疫学的検査を行うことは現実的ではありません。それゆえ各施設で導入してい

る機器の特性や試薬の測定原理について熟知することが HIT 発見につながる第一歩であること、また技師側か

らも凝血薬のモニタリング方法を臨床に提示していくなどの働きかけが必要であることを感じました。 

二つ目の講演では、自動血球分析装置から判る血液疾患の見方・考え方と題して東京大学医学部附属病院の

常名 政弘先生からお話をいただきました。実際の血算・血液像、生化学のデータを用いて疾患を予測するとい

う内容で、疑似凝集など誰もが遭遇しやすい症例から悪性腫瘍までポイントとなる検査値について幅広く学ぶ

ことが出来ました。疾患を裏付ける検査データはどれか、また異常値に対してどのように対応していくか、各々

が自己に問い直す良い機会だったのではないかと思います。 

日々の業務の中で検査に苦慮するものや臨床への対応を模索する場面は多々ありますが、今回の研修会では

解決の着目点を教えていただき、明日からの業務に臨む上で大いに自信につながりました。内容も日常に即し

た話題が多く実践的なものばかりでしたので、学んだことを臨床や患者様に少しでも還元できるようこれから

の仕事で生かしていきたいと思います。 

    

 

 

 

       

アイ・エル・ジャパン株式会社 

阪田 敏幸先生 

東京大学医学部附属病院 

常名 政弘先生 

平成 24 年度 青臨技 血液検査部門研修会報告 

 

 

 

 

 



- 9 - 

 

 

 

    24 7 21 ( ) 14 30 16 30 

     3F  

     1 14-20    Tel.017-734-2171 

          

        

  

     

 

4 24

 

 

 

2  

資料として配布された『第 2 回理事会 議事録』に従って山崎会長より報告があり、議事録内容の了承を求めたところ、

出席者全員が異議なく了承した。 

２．学術部経過報告 
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平成 24 年度 第 3 回理事会議事録 
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上記の事項について理事に諮ったところ了承された。 
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上記の事項について理事に諮ったところ了承された。 
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上記の事項について理事に諮ったところ了承された。 
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上記１）～５）の事項について理事に諮ったところ了承された。 
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上記の事項について理事に諮ったところ了承された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

３）齋藤理事より、日臨技から『日本臨床衛生検査技師会 60 年の記録』が 20 冊送られてきたので、各支部で持ち帰りを

お願いしたいとの連絡があった。 
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3  

資料として配布された『第 3 回理事会 議事録』に従って山崎会長より報告があり、議事録内容の了承を求めたところ、

久保理事より、三八支部の八戸市健康フェスタの開催日は 9 月 29・30 日の 2 日間ではなく 9 月 30 日のみの開催であると

の訂正があったため、再度議事録を作成することとなった。 

２．学術部経過報告 
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平成 24 年度 第 4 回理事会議事録 

 



- 13 - 

 

  

 

 

  

2 24 8 31  

  

 2   

 

 

 25 4  

 

 

 

 

 

1 13,000 1,000 3, 000  

 140

 

上記の事項について理事に諮ったところ了承された。 
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資料として配布された『第 4 回理事会 議事録』に従って山崎会長より報告があり、議事録内容の了承を求め

 

３．学術部経過報告 
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PR 300 13  

・青臨技会誌第 37 巻創立 60 周年記念号発刊した。 

 

  

 東北臨技復興支援金より各県へ技師会災害対策 HP 作製費支援で 50 万ずつ支援されることとなった。 

平成 24 年度 第 5 回理事会議事録 
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【青臨技推薦 叙勲瑞宝双光章受章】 

青臨技より推薦していた渡邉英郎氏が秋の叙勲で瑞宝双光章の受章が決定しました。青臨技では渡邉氏の祝賀

会を第 40 回青森県医学検査学会の情報交換会の中で行う予定です。 

 

【法人移行について】 

平成24年11月8日付で青森県公益認定審議会より法人移行を承認されたため、青臨技は平成25年4月1日より

一般社団法人青森県臨床検査技師会へと法人名が変更となります。 

  

【平成24年度 青臨技 奨励賞・功労賞受賞者】 

平成24年度青臨技奨励賞・功労賞受賞者は以下のとおりに決定しました。 

・奨励賞：堀内弘子(八戸市立市民病院) 

・功労賞：岩城康男(三沢市立三沢病院)、渋谷敏(青森市民病院)、津川孝夫(あおもり協立病院)、 

長津隆晴(むつ総合病院)、松本明(八戸市立市民病院) 

 

【平成25年度 青臨技 通常総会・第40回青森県医学検査学会】 

現在決定している内容は以下のとおりです。 

・日時：平成25年5月25日(土) 平成25年度 青臨技 通常総会 

               渡邉英郎氏瑞宝双光章受章祝賀会・一般社団法人青森県臨床検査技師会法人

移行祝賀会並びに情報交換会 

 平成25年5月26日(日) 第40回青森県医学検査学会・精度管理指導講習会 

・会場：ラ・プラス青い森  http://www.aomori-hka.com/index.php  

・公開講演：「認知症を知って適切に対応しよう！」 14：00～ 

        医療法人一成会さいたま記念病院名誉院長  櫻林 郁之介 先生 

・一般演題 

・ランチョンセミナー 

 

 

                                        

事務局からのお知らせ 

  


